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■ 第 82回 学術講演会報告 

日 時：2020 年２月１９日（水）19：00～20：30 

場 所：オリエンタルホテル広島 4F ボールルーム 

演 題：「 アレルギー性鼻炎の治療における 

抗ヒスタミン薬の位置づけ 」 

講 師：鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

    耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授 黒野 祐一 先生 

出席者：77 名 

今年も花粉飛散が各地で始まっており、その飛散量が少なくても 

一定の症状を呈することから、抗ヒスタミン薬の薬理作用や抗ヒス 

タミン薬の鼻閉に対する効果、抗ヒスタミン薬の使い方についてご講演をいただきました。 

ご多忙中、多数のご参加をいただきまして、誠にありがとうございました。 
 

■  国泰寺圏域多職種連携会議報告 

日 時： 2020 年 2 月２1 日（金）19：00～21：00 

場 所： 広島YMCA 国際文化センター2 号館 

演 題：「 姿勢と摂食嚥下障害 ～やってみましょうポジショニング～ 」 

講 師： 広島市立広島市民病院 摂食・嚥下・口腔ケア部会 

     摂食・嚥下障害看護認定看護師 尾門 愛子 氏・藤田 百合子 氏・藤井 博美 氏 

理学療法士 岩本 栞里 氏 

参加者： 101 名 

姿勢と摂食嚥下障害について、講演と演習の二本立てで開催されました。 

まず始めに、摂食嚥下機能のメカニズムや姿勢調整の目的、姿勢調整のポイントなどを詳しく 

説明していただき、講演後は福祉用具取り扱い業者の協力のもと実際に簡易ベッドと車いすを 

会場に設置して演習を行いました。それぞれの講師のもとで４グループに分かれて姿勢調整あり・ 

なしのポジショニングを体験していただきました。 

終了後には懇親会を開き、医療・介護の多職種・専門職で情報交換や名刺交換が行れ、盛会の 

うちに終了することができました。 

 

 

 

 

 

 

 


